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サービス導入時のビジネスコンサルテー

ションやIT（情報技術）コンサルテーショ

ンから，システム開発，更に24時間稼

働のデータセンターを通したシステム運

用管理までをカバーします。XML Web

サービス構築に必須のミドルウェアとし

ては，デファクト標準ツールを豊富にサ

ポートしており，様々な要求に合わせて

最適なシステムを構築できます。

当社では，XML Webサービスを適用

した新規ビジネスも提案しています。例

えば，デジタル放送とXML Webサービ

ス技術を融合し，テレビ番組の視聴者に

対して，多彩な情報サービスを提供する

ことができます。

■動的サービス連携の実現に向けて

動的サービス連携の実現には，現在の

デファクト標準技術だけでは不十分で

す。動的サービス連携を実現するには，

以下の技術課題があります。

多々あるサービスの中から最適な

ものを発見する検索技術

検索で見つかったサービスの信頼

性を確認するための与信技術

複数サービスを組み合わせて利用（３）

（２）

（１）

するサービス連携技術

当社では，これらの課題解決に向けた

研究開発に取り組んでいます。ここで

は， の検索技術について述べます。

UDDIレジストリでは，サービスの分

類や入出力型，キーワードによる検索な

どが可能です。しかしこの検索ではサー

ビスが提供する機能の意味を考慮しない

ため，以下のような制限が生じます。

入出力型やキーワードが厳密に一

致しないサービスは発見できない

（例えばホテル予約サービスの検索

時に，ビジネスホテル予約サービス

を見つけられない）。

入出力型やキーワードが合致する

サービスが多数ある場合に，その中

から利用者の要求に合うサービスを

絞り込めない（例えば複数のホテル

予約サービスが見つかった場合，ホ

テルの立地や室料などの条件でサー

ビスを選別できない）。

当社はこの課題の解決に向けて，米国

カーネギーメロン大学と共同で，XML

Webサービスのマッチメーカーを開発

しました（図４）。マッチメーカーはオン

トロジーや型推論などの技術を応用して，

サービス利用者の要求とサービスの機能

をマッチングします。この技術により

UDDIレジストリから利用者の要求に合

致したサービスの検索が可能となります。

今後XML Webサービスの普及に伴

い，企業間システム連携のあり方が大き

く進化していくと予想されます。当社は

この分野での研究開発を推進し，次世代

XML Webサービスを実現するソリュー

ションを提供していきます。

（２）

（１）

（１）

図３．XML Webサービスソリューション　　XML Webサービスの導入，実装，運用管理ま
でを総合的にサポートするソリューションを提供します。

図４．XML Webサービスマッチメーカー　　マッチメーカーはサービス利用者やサービス統合
システムの要求と各サービスが提供する機能をマッチングし，最適なサービスを探し出します。

e-ソリューション社　SI技術開発センター
SI技術担当主務

山本　純一

XML Webサービスソリューション

インターネット上で企業システムを柔軟に連携

近年，激化するグローバル競争下での

生き残りをかけて，企業グループは連携

や統合，再編を繰り返しています。この

ようなビジネス環境の変化に迅速に対応

するために，企業間のシステムを柔軟に

連携させる技術が望まれています。

これに応える技術として，XML（eX-

tensible Markup Language）Webサー

ビスが脚光を浴びています。ここでは，

XML Webサービスの概要，当社のソリ

ューション，及び研究開発事例を紹介し

ます。

■XML Webサービスの概要

XML Webサービスとは，インターネ

ット上でXML形式のメッセージを送受

信してシステムを連携させる技術です。

Webブラウザを介してユーザーにサー

ビスを提供する従来のWebシステムと

は異なり，XML Webサービスでは，サ

ービス提供システムと利用システムが

XMLメッセージにより直接連携できま

す。例えば図１では，社内業務システム，

旅行代理店システム，ホテル予約サービ

スなどが連携します。

XML Webサービスによってシステム

を迅速かつ柔軟に連携させるために，

様々な標準化が進められています。

SOAP（SimpleObjectAccessProtocol）

とは，XMLメッセージ交換のための通信

プロトコル仕様です。UDDI（Universal

Description, Discovery, and Integra-

tion）とは，サービスの記述，発見，統

合を実現するためのレジストリ仕様で

す。ホテル業者が予約サービスをUDDI

レジストリに登録し，旅行代理店システ

ムが適切なサービスを検索して利用する

といった使い方が想定されます。

当社ではXML Webサービスの進化を

図２のようにとらえています。第一世代

のSOAPによる単純なシステム連携に

ついては，業界標準やミドルウェアツ

ールなどの環境が整ってきました。現

在は第二世代の企業間システム連携へ

の適用が進められている段階です。第

三世代の動的サービス連携とは，シス

テム実行時に適切なサービスを探して

利用することです。

当社では第一，第二世代を対象とした

ソリューションを提供しています。また，

第三世代の実現に向けた研究開発を推進

しています。

■XML Webサービスソリューション

当社のXML Webサービスソリューシ

ョン体系を図３に示します。当社は

XML Webサービスを構築し運営したい

事業者へ，以下のサービスを提供します。

XML Webサービスの導入を支援

するコンサルテーション

XML Webサービスを構築するシ

ステムインテグレーション（SI）

XML Webサービス形式で提供す

るASP（Application Service

Provider）サービス

これらのサービスにより，XML Web

（３）

（２）

（１）
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図１．XML Webサービスの例　　インターネット上でXML形式メッセージ授受により提供さ
れるサービス（ホテル予約など）。複数サービスを連携させて，新たな付加価値サービス（旅行代
理店など）の実現も可能です。

図２．XML Webサービスの進化　　XML Webサービスの利用形態は，第一世代：
XML/SOAPを利用した単純なシステム連携，第二世代：ビジネスプロセス共有による特定企業
間システム連携，第三世代：レジストリを利用した動的なサービス連携へと進化していきます。


